
8．水稲及び大麦の肥料試験

ユ．目　　的

　従来当地帯（上田染屋台下）eζは土中の燐酸分の天然含量が多いと云う報告もあるので，施

肥適量試験の予備試験として燐酸及び力哩の無施肥による影響をみた。

2．試験方法

　　3要素区（完全区），無燐酸区，無加里区の’3区を設け，2ブmヅク制とし，ユ区の面積は

忽坪とし臨

　水稲ではチクマを用い，畦巾500π，株間ユ8伽正条櫃，大麦ではミスズを用い畦由60備，

条播とした。

　施肥量（忽坪当工次の如くである。

　　　　　　　硫安　　　　過石　　　塩カロ　　　　　　　　　　　　　硫安　　　　過石　　　　塩カロ

ノ

1基肥　X・9K9　2・8晦　O・郎簿
∫

1基肥工・5　KB　3・°Kg°・　56　Kg

　　　．　　　…　　　　　　　91　t，…　　　　　　9　・　9
3・誌験結果

　　墨坪当りの水稲精樋及び大麦収鼠は次の螺でφった・
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4・以上の結果から発全区と無燐酸区及び無加里区を比較レてみると，その間に著しい差はみられ

　ない。殊に水稲においては差iが少い。大麦においてやや差がみられる。そして無加里区の方が

収燈を滅じている。従oて吾々は日頃燐酸肥料及び加里肥料を過用していることが推定できる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　今後燐酸及び加里の施肥量の節約をどの程慶になすべきかは適盤試験にまたねばならない。
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